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は
じ
め
に 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機

能
の
維
持
増
進
を
図
る
と

と
も
に
、
併
せ
て
地
域
に
お

け
る
林
産
物
を
持
続
的
か

つ
計
画
的
に
供
給
す
る
な

ど
の
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。 と

り
わ
け
、
平
成
30
年
度

よ
り
、
多
様
で
健
全
な
森
林

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

天
然
力
を
活
用
し
た
森
林

づ
く
り
及
び
森
林
整
備
の

省
力
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
道
産
材
の
安
定
供
給

と
高
付
加
価
値
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
、
森
林
資
源
の
有
効

利
用
を
図
る
た
め
に
「
末
木

枝
条
」
の
活
用
を
推
進
す
る

こ
と
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と

し
て
供
給
し
、
森
林
資
源
の

「
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
」
（
※

１
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

（
※
１
）
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用

木
材
利
用
の
理
想
的
な
形
と
さ

れ
て
お
り
、
付
加
価
値
の
高
い
も

の
か
ら
低
い
も
の
へ
そ
れ
ぞ
れ
の

質
に
応
じ
て
順
番
に
利
用
す
る
こ

と
を
指
す
。
製
品
の
製
造
過
程
で

発
生
し
た
副
産
物
や
廃
棄
さ
れ
た

も
の
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
す
る
と

い
う
順
序
立
て
の
こ
と
。 

今
年
度
の
販
売
予
定
量
と
国

有
林
材
供
給
調
整
検
討
委
員

会
に
つ
い
て 

今
年
度
に
北
海
道
国
有

林
か
ら
供
給
す
る
木
材
は

ト
ド
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
の
針

葉
樹
を
中
心
に
、
立
木
に
よ

る
も
の
が
約
83

万
立
方
メ

ー
ト
ル
（
対
前
年
比
一
〇

六
％
）
、
素
材
（
丸
太
）
に

よ
る
も
の
が
約
68

万
立
方

メ
ー
ト
ル
（
対
前
年
比
一
〇

六
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
国
産
材
を
政
策
的

に
供
給
し
得
る
国
有
林
の

優
位
性
を
活
か
し
、
地
域
の

木
材
需
要
が
急
激
に
変
動

し
た
場
合
に
供
給
調
整
機

能
を
発
揮
す
る
目
的
で
、
四

半
期
毎
に
「
北
海
道
森
林
管

理
局
国
有
林
材
供
給
調
整

検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。 

こ
の
委
員
会
で
は
、
学
識

経
験
者
や
林
業
、
木
材
業
界

の
団
体
、
事
業
体
等
の
外
部

有
識
者
等
が
構
成
メ
ン
バ

ー
と
な
り
、
地
域
の
木
材
の

価
格
や
需
要
の
動
向
を
的

確
に
把
握･
分
析
し
、
国
有

林
か
ら
の
木
材
の
供
給
量

や
供
給
時
期
の
調
整
が
必

要
な
の
か
ど
う
か
の
検
討

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
委
員
会
の
検
討
結

果
を
踏
ま
え
、
国
有
林
材
の

安
定
供
給
に
努
め
る
と
と

も
に
、
検
討
内
容
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
木
材
供

給
等
に
か
か
る
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。 

道
産
木
材
の
高
付
加
価
値
化 

 

道
内
の
人
工
林
は
、
釣
鐘

型
の
い
び
つ
な
齢
級
構
成

と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
丸
太
供
給

は
、
中
小
径
木
が
主
体
で
、

製

材

利

用

の

大

半

は

梱

包
・
パ
レ
ッ
ト
、
建
設
用
資

材
等
が
中
心
と
な
っ
て
お

り
、
建
築
材
で
の
利
用
は
半

分
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、

人
工
林
の
高
齢
級
化
に
伴
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構造材,

8.2%

構造材, 0.5%

羽柄材, 28.7%

羽柄材, 1.2%

仮設用資材, 

15.0%

仮設用資材, 0.0%

（建築材）その他, 2.0%

（建築材）その他, 0.2%

集成材原板, 3.7%

集成材原板,

13.7%

梱包・仕組板・パレット, 

32.2%

梱包・仕組板・パレット, 82.3%

その他, 

10.2%

その他, 2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

トドマツ

カラマツ

製材の用途別出荷割合

木材需給情報（北海道 H30年５月分確報）よりデータを加工
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っ
て
、
今
後
は
大
径
材
の
供

給
が
増
え
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
、
ま
た
、
人
工
林
の
長

伐
期
化
を
進
め
る
た
め
に

も
高
付
加
価
値
化
を
図
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
北
海
道
森
林

管
理
局
で
は
、
今
年
度
よ
り
、

安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
（
※
２
）

に
よ
る
販
売
で
、
一
定
の
径

級
以
上
を
基
準
と
す
る
大

径
の
良
材
を
主
体
と
し
た

原
木
を
、
「
建
築
材
利
用
」

と
「
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
ま
で

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

構
築
」
を
目
的
と
し
て
供
給

し
、
ト
ド
マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ

と
い
っ
た
道
産
木
材
の
高

付
加
価
値
化
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
公
募
時
に
お
い
て

は
建
築
材
等
へ
の
利
用
を

要
件
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
協
定
者
が
決
定
し
た
後

は
川
上
、
川
中
、
川
下
と
の

協
定
・
連
携
を
持
っ
た
体
制

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。 

（
※
２
）
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム

木
材
需
要
者
と
事
前
に
国
有
林

材
の
安
定
供
給
の
協
定
を
締
結
し
、

丸
太
等
を
直
接
安
定
的
に
供
給

す
る
販
売
方
法
。
地
域
の
林
業･

木
材
産
業
の
活
性
化
や
新
た
な
需

要
拡
大
に
貢
献
で
き
る
よ
う
推
進

し
て
い
ま
す
。 

林
地
未
利
用
材
の
有
効
活
用

の
推
進 

製
品
生
産
事
業
（
森
林
整

備
と
丸
太
の
生
産
）
で
伐
採

に
伴
っ
て
発
生
す
る
末
木

枝
条
は
、
集
積
の
非
効
率
さ

や
集
積
コ
ス
ト
等
に
よ
り
、

そ
の
利
用
は
進
ん
で
い
な

い
の
が
現
状
で
し
た
。 

こ
の
た
め
今
年
度
か
ら

は
、
製
品
生
産
事
業
で
発
生

す
る
末
木
枝
条
を
全
て
の

発
注
現
場
に
お
い
て
事
業

実
行
と
併
せ
て
販
売
す
る

こ
と
に
よ
り
、
事
業
実
行
中

に
受
注
者
等
が
同
時
進
行

で
集
荷
が
可
能
と
な
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

十
分
な
利
用
が
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
「
末
木
枝
条
」

を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

と
し
て
供
給
す
る
「
森
林
資

源
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
」
が

推
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
林

地
内
の
末
木
枝
条
の
有
効

活
用
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、

需
要
サ
イ
ド
の
原
料
の
確

保
や
地
拵
え
の
省
力
化
は

も
ち
ろ
ん
、
野
鼠
被
害
拡
大

防
止
に
も
繋
が
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。 

    

 
安定供給システムによる販売立木 

毎
年
10
月
は
「
木
づ
か
い
推
進
月
間
」
で
す(

10
月
8

日
は
「
十
と
八
」
で
「
木
」
の
日)

。 

木
材
を
利
用
す
る
こ
と
の
意
義
を
広
め
、
国
産
材
利
用
を

拡
大
し
て
い
く
た
め
の
国
民
運
動
と
し
て
、
「
木
づ
か
い

運
動
」
を
平
成
17
年
度
か
ら
展
開
し
て
い
ま
す
。 

木
材
を
使
う
こ
と
は
、
森
林
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す 

木
材
を
使
う
こ
と
は
、
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、

育
て
る
」
と
い
う
人
工
林
の
サ
イ
ク
ル
の
一
部
。
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
や
国
土
を
災
害
か
ら
守
る
と
い
っ
た
森
林

の
持
つ
多
く
の
働
き
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
も
、
木
材
を

使
っ
て
森
を
育
て
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。 

木
材
を
使
う
こ
と
は
、
環
境
に
も
、
暮
ら
し
に
も
、
い
い

こ
と
が
あ
り
ま
す 

木
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
酸
素
を
放
出
し
て
、
炭
素
を

体
内
に
蓄
え
、
成
長
し
ま
す
。 

木
材
に
は
、
室
内
の
湿
度
を
調
節
す
る
効
果
、
そ
し
て
香

り
に
よ
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
な
ど
、
色
々
な
働
き
が
あ
り

ま
す
。 

木
を
「
つ
か
い
」
、 

山
や
森
林
、
生
活
や 

環
境
へ
「
気
づ
か
い
」
。 

ぜ
ひ
、
身
近
な
と
こ
ろ 

か
ら
「
木
づ
か
い
」
に 

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

バイオマス資源として供給する末木枝条 

１０月は「木づかい推進月間」です 

移動式チッパーで末木枝条をチップ化 
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は
じ
め
に

当
署
は
、
北
海
道
の
中
央
南

西
部
に
位
置
し
、
新
冠
町
、
新

ひ
だ
か
町
、
浦
河
町
、
え
り
も

町
の
４
町
に
所
在
す
る
国
有
林

約
13

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
管
轄

し
て
い
ま
す
。 

管
内
に
は
、
急
峻
な
日
高
山

脈
が
南
北
に
走
り
、
幌
尻
岳
、

ペ
テ
ガ
リ
岳
、
神
威
岳
な
ど
１

５
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高

峰
が
連
な
り
、
日
高
山
脈
襟
裳

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
る
な
ど

観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、

登
山
な
ど
の
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
で
多
く
の
人
々
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
日
高
山
脈
森
林
生
態

系
保
護
地
域
な
ど
貴
重
な
森
林

を
有
し
て
い
ま
す
。 

管
内
の
森
林
の
う
ち
人
工
林

は
、
国
有
林
と
民
有
林
の
ほ
と

ん
ど
が
主
伐
期
を
迎
え
て
お
り
、

木
材
資
源
の
有
効
利
用
と
同
時

に
、
伐
採
後
の
計
画
的
な
再
造

林
の
取
組
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
林
業
の
成
長
産
業
化

に
資
す
る
た
め
、
民
有
林
に
お

い
て
も
造
林
等
の
森
林
整
備
経

費
の
縮
減
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な

作
業
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

 

当
署
の
こ
れ
ま
で
の
取
組 

☆
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
民

有
林
関
係
者
を
招
き
、
植
付
作

業
の
効
率
化
・
低
コ
ス
ト
化
に

向
け
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
体

験
と
具
体
的
な
事
例
紹
介
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

☆
コ
ン
テ
ナ
苗
に
関
す
る
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
コ
ン
テ

ナ
苗
製
造
技
術
の
見
え
る
化
等

の
情
報
共
有
を
図
る
た
め
、
勉

強
会
を
日
高
振
興
局
森
林
室
と

連
携
し
て
実
施
し
、
併
せ
て
コ

ン
テ
ナ
苗
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
い
活
用
の
普
及

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

地
拵
（
枝
条
の
存
置
）
に
よ
る

造
林
経
費
縮
減 

 

今
年
度
は
、
伐
採
か
ら
地
拵

ま
で
の
一
貫
作
業
の
中
で
、
特

に
伐
採
後
の
造
林
経
費
の
縮
減

に
向
け
、
地
拵
方
法
に
視
点
を

あ
て
、
無
地
拵
を
ベ
ー
ス
と
し

た
経
費
削
減
に
取
り
組
み
、
デ

ー
タ
の
収
集
を
行
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
次
の
内
容
を
検

討
す
る
た
め
に
、
プ
ロ
ッ
ト
の

設
定
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

①
伐
採
後
の
枝
条
を
整
理
せ
ず

存
置
し
て
地
拵
え
に
か
か
る
経

費
の
削
減
、
②
低
密
度
植
栽
（
ヘ

ク
タ
ー
ル
１
５
０
０
/
本
）
に

よ
る
苗
木
代
と
植
付
経
費
の
縮

減
、
③
存
置
す
る
枝
条
を
考
慮

し
た
採
掘
機
の
活
用
、
④
コ
ン

テ
ナ
苗
の
利
用
、
⑤
下
刈
り
作

業
の
削
減
の
可
能
性
を
模
索
す

る
た
め
、
枝
条
を
存
置
し
た
こ

と
に
よ
る
下
層
植
生
の
繁
茂
状

況
の
調
査 

お
わ
り
に 

 

主
伐
後
の
再
造
林
や
下
刈
り

な
ど
の
育
林
経
費
の
大
半
が
造

林
初
期
に
要
す
る
コ
ス
ト
と
な

っ
て
い
ま
す
。
国
有
林
と
し
て

は
、
民
有
林
で
は
取
組
が
困
難

な
先
駆
的
な
作
業
方
法
、
低
コ

ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
の
提
案
な

ど
地
域
（
現
地
）
の
実
情
に
応

じ
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。 枝条の存置による植栽（イメージ箇所） 

登山者の憧れペテガリ岳 

オーガによるコンテナ苗の植栽体験
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葉樹はトドマツ・アカエゾマツ、広葉樹はミズナラ・シナ・カンバ類等との混交林で形成されてお山火事予消防パトロールを実

等注意喚起を行いつつ林道の点検を行い維持・修繕を実施しています。国有林と民有林等との境界を管理する境界線の巡視・調

生態と被害を調べるネズミの調査・エゾシカ影響調査・ヒグマ痕跡調査・希少野生動植物の発見・報告等、生物多様性の森林づ

す。

での優先事項は、数年前から当署管内で大発生しているヤツバキクイムシによるカラマツ造林地の被害に対する対応で、被害拡

管理署職員が一丸となって収穫調査業務を実行しています。 この仕事で活躍しているのがＵＡＶ（ドローン）とＧＰＳ（ハン

被害地等の状況把握を行い、ＧＰＳと図面を使って山の中での現在位置や進行方向、調査範囲の確認を行うことにより、精度が

全装備は「ココヘリ」という物で、もし仕事中に遭難した場合でも、ヘリコプター等搭載の受信機へ電波を発信して位置を知ら

工林は約３割でトドマツ・アカエゾマツ・カラマツが主要樹種になっています。また管理区域には、阿寒摩周国立公園の一部が

昇中の「雌阿寒岳」などの風景林、５色沼と呼ばれる「オンネトー」等があり、春から秋にかけて大勢の観光客

へ
そ
と
ス
キ
ー
と 

ワ
イ
ン
の
街
・
ふ
ら
の 

当
森
林
事
務
所
が
所
在
す

る
富
良
野
市
は
、
北
海
道
の

ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
へ
そ
の
街
と

し
て
全
国
に
知
ら
れ
、
夏
は

ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
ド
ラ
マ
「
北

の
国
か
ら
」
の
ロ
ケ
地
巡
り

な
ど
、
国
内
外
か
ら
の
観
光

客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
際
ス
キ
ー
連
盟
公
認

の
富
良
野
ス
キ
ー
場
は
、
ス

キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
な
ど
の
国
際
大
会
が
開
催

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
世
界

中
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

富
良
野
ス
キ
ー
場
の
大
部

分
は
国
有
林
の
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
の
森
に
設
定
さ
れ
て

い
る
貸
付
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
森
林
管
理
署
と
の
関
わ
り

も
多
く
、
ス
キ
ー
場
に
隣
接

す
る
富
良
野
西
岳
（
１
３
３

１
メ
ー
ト
ル
）
の
山
開
き
、

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
前
の
安
全

祈
願
祭
な
ど
で
は
、
関
係
者

と
と
も
に
安
全
と
無
事
故
を

祈
願
し
て
い
ま
す
。

富
良
野
は
、
畑
作
と
果
樹

栽
培
が
盛
ん
で
特
産
品
で
あ

る
ワ
イ
ン
は
、
原
料
用
ぶ
ど

う
の
生
産
、
ワ
イ
ン
の
醸
造

か
ら
販
売
ま
で
一
元
化
さ
れ

た
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
特
産

品
で
あ
る
ふ
ら
の
チ
ー
ズ
を

つ
ま
み
な
が
ら
ふ
ら
の
ワ
イ

ン
で
一
杯･

･
･

い
か
が
で
す

か
。

森
林
事
務
所
で
は･

･
･ 

現
在
、
富
良
野
森
林
事
務

所
は
、
富
良
野
担
当
区
・
山

部
担
当
区
部
内
約
10
・
６
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
管
理
し
て
い

ま
す
。

管
理
区
域
の
ほ
と
ん
ど
が

水
源
か
ん
養
保
安
林
及
び
富

良
野
芦
別
道
立
自
然
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
、

自
然
環
境
の
維
持
、
野
生
動

植
物
の
保
護
な
ど
に
重
点
を

置
き
つ
つ
、
適
切
な
管
理
・

経
営
に
努
め
て
い
ま
す
。 

全
道
的
に
問
題
と
な
っ
て

い
る
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
被
害

は
富
良
野
地
方
で
も
例
外
で

は
な
く
、
富
良
野
盆
地
を
囲

む
よ
う
に
シ
カ
柵
が
張
り
巡

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
林
道
・

作
業
道
な
ど
点
検
・
巡
視
の

際
に
は
、
エ
ゾ
シ
カ
を
見
か

け
な
い
こ
と
が
珍
し
い
ほ
ど

個
体
数
は
増
え
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。 

エ
ゾ
シ
カ
が
森
林
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
調
査
・
把

握
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用
い
た

エ
ゾ
シ
カ
簡
易
影
響
調
査
は

森
林
事
務
所
の
日
常
業
務
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
夏
の
間
は
各
種

請
負
・
委
託
事
業
の
監
督
・

検
査
業
務
、
林
道
・
作
業
道

等
の
維
持
・
管
理
、
国
有
林

野
と
民
地
の
境
界
管
理
、
冬

期
間
は
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に

跨
が
り
、
現
場
ま
で
移
動
し
、

ス
キ
ー
を
履
い
て
の
森
林
調

査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て 

年
間
２
百
万
に
近
い
人
が

訪
れ
る
観
光
都
市
（
富
良
野

市
）
に
お
い
て
、
国
有
林
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
す
る
森

林
管
理
署
と
民
間
の
橋
渡
し

役
と
な
る
森
林
事
務
所
は
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
何
よ

り
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
諸
行
事
な
ど
に
は
積

極
的
に
参
加
し
、
国
有
林
野

の
P

R
も
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
つ
つ
、
日
々
業
務
に
邁

進
し
て
い
ま
す
。

上川南部森林管理署 

富良野森林事務所 

首席森林官 鹿俣 良悦  

富良野市街、十勝岳連峰を望む 

夏のスキー場は、 
散策コースにもなっている 

本署から応援を得ての境界管理 
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今
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
活

動
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
つ
で
あ
る

野
幌
国
有
林
で
実
施
し
て
い
る

「
野
幌
自
然
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

平
成
16
年
９
月
、
台
風
18
号

が
北
海
道
に
上
陸
し
、
野
幌
森

林
公
園
（
約
８
割
が
国
有
林
）

に
お
い
て
も
、
大
規
模
な
台
風

被
害
が
発
生
し
、
早
急
な
復

旧
・
森
林
再
生
等
の
取
組
み
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。 

被
害
を
受
け
た
「
野
幌
の
森
」

の
再
生
目
標
を
「
百
年
前
の
原

始
性
が
感
じ
ら
れ
る
自
然
林
を

目
指
し
た
森
林
づ
く
り
」
と
し
、 

①
天
然
林
被
害
地
は
自
然
の

推
移
に
委
ね
る 

②
人
工
林
被
害
地
は
人
手
を

か
け
、
自
然
林
を
再
生
さ
せ
る 

③
森
林
再
生
活
動
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
市
民
参
加
を
積

極
的
に
進
め
る 

こ
と
を
主
な
内
容
と
す
る
「
野

幌
森
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
策
定
し
、
具
体
の
活
動
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
け
る
森
林
再
生
を
目
に
見
え

る
形
に
す
る
た
め
、
自
然
環
境

の
変
化
の
把
握
を
目
的
に
、
学

識
経
験
者
か
ら
な
る
「
野
幌
自

然
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
討
会
」

を
設
置
し
、
森
林
植
生
、
菌
類
、

歩
行
性
甲
虫
、
野
生
動
物
に
つ

い
て
、
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

調
査
の
対
象
は 

①
森
林
再
生
活
動
地
（
植
栽
地
） 

②
良
好
な
自
然
林

③
風
倒
木
を
搬
出
し
た
が
植
栽

し
て
い
な
い
箇
所
（
半
処
理
区
）

④
風
倒
木
を
搬
出
せ
ず
植
栽
も

し
て
い
な
い
箇
所
（
未
処
理
区
） 

の
４
つ
に
区
分
し
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。 

※
動
物
撮
影
に
つ
い
て
は
、
野
幌
国

有
林
の
全
域
を
網
羅
す
る
よ
う
12
箇

所
に
装
置
を
設
置
（
夏
、
秋
）

【
各
調
査
の
目
的
と
結
果
】 

○
森
林
植
生
調
査

樹
木
の
成
長
量
や
下
層
植
生

を
調
査
し
て
い
ま
す
。 

再
生
活
動
地
に
お
け
る
、
植

栽
木
は
年
々
着
実
に
伸
長
成
長

が
増
し
、
枝
張
り
が
広
が
り
サ

サ
の
植
生
高
を
抜
け
つ
つ
あ
る

の
で
サ
サ
と
の
競
争
は
考
え
な

く
て
も
良
い
段
階
に
入
っ
て
い

ま
す
。

○
菌
類
相
調
査

森
林
生
態
系
に
お
け
る
菌
類

は
分
解
者
と
し
て
機
能
し
、
森

林
の
生
育
に
深
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
地
で

見
ら
れ
る
種
の
経
年
的
な
変
動

や
箇
所
に
よ
る
違
い
を
比
較
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
再
生

活
動
地
と
良
好
な
自
然
林
で
は
、

確
認
種
数
の
増
減
が
見
ら
れ
た

も
の
の
、
確
認
種
の
出
現
頻
度

に
著
し
い
変
化
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
再
生
活
動
地
で
は
新

種
の
確
認
が
増
え
て
い
ま
す
。 

○
歩
行
性
甲
虫
相
調
査

オ
サ
ム
シ
等
の
歩
行
性
甲
虫

は
、
環
境
の
変
化
に
最
も
敏
感

に
反
応
す
る
分
類
群
の
一
つ
で

す
。 

 

ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
（
落
と
し

穴
）
ト
ラ
ッ
プ
に
よ
る
捕
獲
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
総
合

的
に
見
て
、
開
放
性
の
昆
虫
の

割
合
が
減
少
し
、
森
林
性
の
歩

行
性
甲
虫
の
割
合
が
増
加
し
て

い
ま
す
。 

○
野
生
動
物
相
調
査
の
評
価

エ
ゾ
シ
カ
の
侵
入
や
ア
ラ
イ

グ
マ
の
増
加
は
、
森
林
生
態
系

に
及
ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
自
動
撮
影
装

置
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

確
認
種
数
と
確
認
種
構
成
に

大
き
な
違
い
は
な
く
生
息
す
る

ほ
乳
類
に
目
立
つ
変
化
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

エ
ゾ
タ
ヌ
キ
は
撮
影
頻
度
の

増
加
が
見
ら
れ
、
生
息
数
の
増

加
が
推
察
さ
れ
ま
す
。 

特
定
外
来
種
の
ア
ラ
イ
グ
マ

は
、
撮
影
頻
度
は
減
少
し
て
い

る
が
在
来
種
へ
の
影
響
な
ど
引

き
続
き
注
視
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
エ
ゾ
シ
カ
の
撮
影
頻
度

は
今
の
と
こ
ろ
低
く
、
森
林
へ

の
影
響
は
ま
だ
少
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。 

【
今
後
に
向
け
て
】 

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
か
ら

は
、
順
調
な
森
林
再
生
の
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。 

今
後
は
各
種
貴
重
な
調
査
デ

ー
タ
を
基
に
森
林
管
理
が
で
き

る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

石狩地域森林ふれあい推進センター 

野幌自然環境モニタリング 
検討会の検討委員 

野幌自然環境モニタリング 
現地検討会 
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ま
で
の 

 

 

 
 
 

 

 
 
 

【上川北部森林管理署】 
7 月 24 日、下川町の総合福祉センター及び然

別国有林において、当署、上川総合振興局北部森
林室、下川町が連携し「上川北部地区造林作業の
軽労化・低コスト化に向けた技術研修会」を開催
しました。目的は、林業従事者の高齢化や減少に
対応するため、造林作業の機械化等労働低減が急
務であることを踏まえ、各機関の取組についての
情報共有や意見交換を行うことです。当署より、
「地域における造林作業の軽労化・低コスト化」、
森林室から「小型機械による下刈作業の軽労化に
向けた取組」、森林総合研究所からベースマシンに
クラッシャを装着し実施した下刈作業試験結果に
ついての報告があり、その後、現地で乗車型自走
式草刈機による下刈作業の実演と意見交換を実施

しました。 

  
【宗谷森林管理署】 

８月１１日、「⼭の⽇」に浜頓別町のウソタン
ナイ砂⾦採掘公園において、ウソタン砂⾦フェ
スティバルが開催され、川での砂⾦掘りやお宝
探し、ロープを使った⽊登り体験、親⼦丸太切
り競争のほかに宗⾕総合振興局森林室主催の⽊
⼯体験教室があり、宗⾕森林管理署も協⼒しま
した。木工体験教室では、間伐材を使ったコース

ター、ミニチェア、ミニプランター、小物入れづ

くりが楽しめ、特にコースター、ミニチェアづく

りに人気がありました。 

木を使って工作する機会も少なくなっています

が、今後も各種イベントを通じて地域の自然、森

林・林業の魅力をたくさんの方に伝えて行きたい

と思います。 

 

【石狩森林管理署】 

8 月 24 日に、冷水峠にある赤井川村展望台前

の赤井川国有林において、馬場村長を始め、岩井

村議会議長や村民 22 名の参加で、3 年目となる

「カルデラの森」森林環境保全整備活動を実施し

ました。 

ここは平成 16 年の台風により被害を受け、そ

の後の復旧のため、カラマツを植栽した場所です。

当時は展望台（平成 20 年完成）より赤井川村の

カルデラ盆地が一望出来ましたが、木々が成長し

眺望しづらくなってきたことやゴミの不要投棄な

どがあったため、赤井川村と「ふれあいの森」の

森林整備等の協定を締結し整備しています。当日

は、当署からも署長等も参加し、除伐作業とカラ

マツの枝打ち作業を実施しました。 

  

【上川南部森林管理署】 

7 月 30 日、占冠村総合センターにおいて占冠

村と上川南部森林管理署は「占冠地域森林整備推

進協定」を締結し調印式を行いました。 

この協定は、占冠村内の全村有林と全国有林の

計 5 万 1 干ヘクタールを対象としています。 

占冠村では林業経営基盤の強化や森林資源の循

環利用を地域の課題とし、また、森林管理署では

公益重視の管理経営の推進、林業の成長産業化へ

の貢献等に取り組むとし、これらを踏まえて村と

署は占冠地域の森林・林業の再生と地域振興を目

的に連携した各種取組みを実施することとしてい

ます。また、村有林と国有林双方で整備の効率化

が図られる森林については森林共同施業団地の設

定を検討するとしています。 

「山の日」記念イベ
ントを浜頓別で開
催！！ 

占冠地域森林整
備推進協定を締
結 

「カルデラの森」
森林環境保全整
備活動を村民が
実施 

詳細は 検索 森もりスクエア 

上川北部地区造林
作業の軽労化・低
コスト化に向けた
技術研修会を開催 
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今
月
の
表
紙

三
峰
山
（
さ
ん
ぽ
う
ざ

ん
）
十
勝
岳
連
峰

十
勝
連
峰
の
山
々
も
秋
の
装

い
に
衣
替
え
で
す
。

標
高
１
，
８
６
６
メ
ー
ト
ル
。

こ
の
山
に
登
る
単
独
ル
ー
ト
は

な
く
富
良
野
岳
か
ら
上
ホ
ロ
カ

メ
ッ
ト
ク
山
に
延
び
る
稜
線
上

に
あ
る
山
で
す
。
三
峰
山
（
さ

ん
ぽ
う
ざ
ん
）
の
名
前
の
由
来

は
、
三
つ
の
峰
か
ら
な
る
山
の

た
め
で
す
。

夏
の
お
花
畑
も
美
し
い
で
す

が
、
道
内
で
も
早
い
時
期
に
紅

葉
が
み
ら
れ
る
美
し
い
山
で
す
。

平
成
16
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
今
年
で
16
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。

札
幌
市
の
中
心
部
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
苗
木
を
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
に
植

え
て
も
ら
い
、
こ
の
木
が
定
山
渓
の

森
で
す
く
す
く
と
育
っ
て
、
私
た
ち

の
水
道
水
を
作
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
札
幌
市
と
連
携
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

今
年
も
、
創
成
川
公
園
で
約
２
０

０
人
の
方
々
と
苗
木
を
作
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
苗
木
づ
く
り
の
ほ
か
、

札
幌
の
森
や
水
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や

ク
イ
ズ
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
作
り
、
木
の

漢
字
合
わ
せ
、
木
棒
（
き
ぼ
う
）
づ

く
り
な
ど
の
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
多
く

の
市
民
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
思
い
思
い

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
に

描
い
て
、
札
幌
の
水
源
の
森
や
未
来

の
森
林
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

（
石
狩
地
域
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
）

広報 「北の森林 国有林」９月号

発行 北海道森林管理局

編集 総務企画部 企画課

〒064-8537 札幌市中央区宮の森

3条7丁目70番
ＩＰ電話 050-3160-6300
電 話 011-622-5213
F  A  X  011-622-5194

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/

も り
イ
ベ
ン
ト
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

北
海
道
内
の
国
有
林
等
で
開
催

さ
れ
る
、
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
カ

レ
ン
ダ
ー
」
で
公
開
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
で
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
地
の
状
況
等
に
よ

り
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
承
知
お

き
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

第70回 北海道植樹祭・育樹祭〜つなげよう⼤切な森この先へ〜
苫東・和みの森（苫小牧市）での森林づくり活動に参加しませんか？

日時：２０１９年１０月１９日（土）

１０：００～１４：００（雨天決行、荒天時中止）

場所：苫東・和みの森（苫小牧市）

この行事に参加を希望される方は、必ず事前の申込みが必要です。
詳しくはホームページをご覧下さい。

※木育フェスタ２０１９で検索

10:00～10:25
（受付開始/9:30）

●アトラクション
式典会場

●ミニテント村
（催事・協賛行事）

～14:00

●月に一度は森づくり
（こちらは別途参加費が必要です。
詳しくはとまとう・和みの森運営協
議会のHPをご覧ください。）
https://tomato-
nagominomori.jimdo.com/

10:30～10:48 ●式典

11:10～12:00
●①植樹（※定員/400名 先着順） 苫東・和みの森

●②育樹（※定員/400名 先着順） 苫東・和みの森
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